
ラダー Ⅲ

ラダーⅡ

ラダーⅠ
１．看護計画に沿った看護実践が安全・確実にできる
２．看護部の理念や目標・部署目標が理解できる
３．社会人としての自覚と責任が持てる
４．自己の看護観が表現できる

１．日常の看護が根拠に基づいて判断でき、安全・安楽に看護援助ができる
２．部署目標の達成に向けて、割り当てられた役割が果たすことができる
３．専門職業人として、良い人間関係を持つことができる
４．看護実践を通して、自己の看護観が確立できる

１．看護実践の中でリーダーシップを発揮し、指導できる
２．部署の目標達成に向けて主体的に行動できる
３．組織人として自己の立場を理解し、役割し、役割を果たせ人間関係が

調整できる
４．自己の看護観を看護実践の中で深めることができる

１．予測を踏まえた判断ができ、長期的目標を持って看護実践し、指導ができる
２．病院・看護部の目標のために、役割モデルになることができる
３．組織人として相互理解し、人間関係が調整できる
４．看護専門性を深め看護実践で生かすことができる

クリニカルラダー（臨床実践能力評価）

ラダーⅣ

コーディネーター（調整役）の役割が発揮でき、組織人としての自己の役割を認識し、責任が果たせるレベル

看護実践においてロールモデルとなり、後輩の指導・教育ができるレベル

自立的に日常看護業務を遂行し、必要な看護援助が行えるレベル

基礎的看護知識・技術を身につけ、患者に安全な看護が提供できるレベル


